
平成２５年度 学校経営説明資料（年度末）                    岡山県立高梁高等学校 

① 生徒の進路実現を目指した指導力・授業力の向上（言語活動の充実を盛り込む） 課題と目標   
【具体的な取組の方法】 

・新教育課程の検証をしながら、より

実態に即した教育課程の編成につ

いて検討を進める。（習熟度別・少

人数による授業科目や時間等を含

む）         Ｂ【教務】 

・言語活動の充実を目指した授業実践

を継続するなかで、生徒の変容が明

確に見られ評価できるように働き

かけをする。     Ｂ【教務】 

・教科指導研修講座に参加して指導力

を向上させる。    Ｂ【進路】 

・国公立個別試験の問題研究を継続し

て行う。        Ｂ【進路】 

・研修会や研究会等に参加することで

新教育課程に関する資料を収集し、

伝達講習をする。   Ｂ【進路】 

・小中高の授業連携の仕組みを推進す

る。         Ｂ【総務】 

・図書館利用状況の実態を把握し、不

読者数を減らす取り組みをすると

もに、継続的に図書館を利用する生

徒を増やす。     Ｂ【文化】 

・「話す」「聞く」等の生徒の表現活動

を授業の中に取り入れて、伝え合う

力を高める。     Ｂ【国語】 

・思考力の育成のために各種資（史）

料、統計、地図等に向き合う場面を

設定する。また、読み取った内容を

表現するために適した手段を工夫

させる。     Ａ【地歴公民科】                                       

・問題を解く過程を重視し、根拠に基

づいて説明することの重要性を理

解させる。     Ａ【数学科】 

・班員間のコミュニケーション能力や

発表・質疑応答によるプレゼンテー

ション能力の育成を図る。Ｂ【理科】 

・自己の考えや発想を伝える力とその

理解力の育成を図り、相互に高め合

う集団作りを目指す意識を向上さ

せる。       Ｂ【保体科】 

        

【プロセス】 

【教務課】 

・新教育課程における理系の理科の単位数変更について、教科会議を

経た後、教育課程委員会を行った。来年度に向けて、数学と理科の

学校設定科目を設ける作業をしている。 

・Ｈ２４年度に引きつづき「言語活動の充実」をテーマに、授業見学

第１回（6/17～6/28）・ 第２回（11/12～11/22）を実施した。生徒

アンケートでは３年次生の変容が顕著ではなかった。 

【進路課】 

◎校外研修 ◎岡    ・授業見学 岡山操山 6/6,7/17  邑久 6/6  落合 6/7 矢掛 6/10 

総社 6/12,10/2  倉南 6/13  岡工 6/18   芳泉 9/27,11/19   

大安寺 10/3  西大寺 10/24  笠岡 10/30   青陵・倉南 11/1 

岡山南 11/8  岡山後楽館中高 11/19  岡山城東 12/27 

・教員研修プログラム 河合塾（5名） 駿台（3 名）  

内訳（国語１名，地理１名，数学 2 名，物理１名，化学 1名， 

生物 1名, 英語 1名） 報告書を教科内回覧の形で伝達した。 

・岡山大学入試問題の解答・解説の冊子を作成し、３年次生には希望

者に１冊、１・２年次生にはＨＲごとに３冊配布した。大阪大学入

試問題の解答・解説を研究したが、未完成に終わってしまった。 

【総務企画課】 

・授業見学 川上中学校研究授業 5/28（英語）、高梁中学校研究授業

6/24（数学）その後小中による意見交換会に参加した。高梁中学校

授業見学 11/25（国・社・体）その後意見交換会に参加した。  

・出前授業 川上中学校 7/9（英語・家庭） 成羽中学校（家庭）7/17

成羽中学校（数学・英語）11/20 有漢中学校（数学）11/21 

・Ｈ２３年度に改善された項目による授業アンケート（６月１７日～

７月５日 ）を実施し、集計結果データを提示した。 

【文化課】 

・読書キャンペーン（5/20～6/19，10/28～11/29）を実施した。 

・ライブラリーニュース（マンスリ－）を１０号発行した。生徒はラ

イブラリーニュースやブックコレクションで紹介された本を借り

ている様子が見られた。 

【家政科】 

・社会人講師授業を中心に各教員１～２回程度の授業参観ができた。 

 

（続き）【具体的な取組の方法】 

・想像力を働かせ自分なりの意見をまとめて発表できる力を身につけ

させる。Ｂ【芸術】 

・４技能の学習到達目標を明示した Can-Do リストを作成する。   

Ｂ【英語科】 

・外部講師などの授業見学を行い、専門性を深め教科指導力を高める。 

Ｂ【家庭科】 

【結果等】 

【教務課】 

・理科２単位を希望していたが、１単位割り当てることができた。残り１単位分は、当面はＨＳＴと

補習を有効利用することで対処する。 

・担当教科・他教科について、少なくとも各１時間の見学を目標とし授業見学を実施し、全員が見学

した。他教科に関しては、９割が授業参観をした。第２回では、授業見学ができない先生のために、

ビデオ撮影をした。 

・協議する時間を放課後確保するのが難しいので、授業時間中に確保できるようにしたが、公開授業

の振り返りは不十分であった。 

・授業見学後の感想例（参考になった点）（１）生徒に発表させるだけでなく、生徒による質疑応答

は自分の授業に取り込める。（２）発問の工夫次第で、生徒の雰囲気が和らぎ活発な動きを導く。 

・「授業見学は授業力向上に役立つか」 大変役立つ３６％ 役立つ５７％ （空白５％） 

【進路課】 

 

【文化課】学年別貸出総冊数                学年別不読者数 

  

 

貸出冊数別割合（平成２４・２５年）      図書館で本を借りない生徒の実態調査 

 

 

○指導力・授業力を向上

させる取り組みが次第

に充実してきている。

さらにレベルアップを

めざす。 

 

・授業見学は自教科、他

教科とも定着してき

た。教員の意識も高ま

ってきている。継続す

る。 

 

・言語活動を意識した授

業への取り組みも各教

科工夫が見られるよう

になってきている。さ

らに進める。 

 

・校外での授業研修の報

告書は回覧で終わり、

教科内での共有、研究

協議まではできていな

い。教科会議の定着化

を進める。 

 

・進路研修会での活発な 

意見交換はまだ不十分 

である。進路研修会や 

検討会での進路指導の 

継続性を意識した取り 

組みを進める。 

 

・小・中学校との授業連

携は始まったばかりで

ある。さらに充実させ

る。 

 

○校外模試偏差値５０ 

以上の割合 

 ・全年次 ５０％ 

○国公立大学合格者数 

        ４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度 学校経営説明資料（年度末）                    岡山県立高梁高等学校 

②  学習習慣の確立（自主的な学習を目指して） 課題と目標   
【具体的な取組の方向】 

・年間を通して学習実態調査を行う。

自己目標をたて日々の学習を振り

返りながら学習する習慣を確立さ

せる。家庭学習時間が３時間を超え

る生徒の割合が７割を超える。 

             Ｂ【進路】 

・学習実態調査を通して、各教科の時

間配分を把握し、バランスのとれた

学習習慣を目指す。   Ｂ【進路】 

・「進路のてびき」の改訂。Ｂ【進路】 

・授業の小テストに向けての取り組み

の他、授業ごとの予習・復習となる

学習や週末課題を課す。 Ｂ【国語】 

・復習の習慣を定着させるために週末

課題の出し方を工夫する。小テスト

を定期的に実施する。   Ｂ【国語】 

・１及び２年次生では、平日課題及び

週末課題を課し学習時間の確保を

図る。         Ｂ【数学】 

・定期的な課題（当日課題・週末課題）

の実施と期限厳守での提出を促す。

課題の提出状況を把握するための

一覧表を週単位で提示し、状況の好

くない生徒には随時面談を行い指

導する。        Ｂ【理科】 

・授業で学習した内容の定着を図るた

めに、家庭で復習とすべきことを具

体的に示し、小テスト等で評価す

る。          Ｂ【英語】 

・学習進度表や年間学習計画表を提示

し、生徒自身に先を見通した自主的

な学習計画をたてて取り組ませる

ことで、提出等の提出期限を守らせ

る。        Ｂ【家政科】 

・教科担任とクラス担任とで、生徒の

授業中の様子や課題の提出状況な

どの情報交換を密にして指導にあ

たる。       Ｂ【１年次】 

 

 

【プロセス】 

【進路課】 

・学習実態調査を４月・６月・９月・１１月に実施した。（３年次は４月・６月） 

・１１月の実態調査では、普通科家庭学習時間３時間以上の割合が２年次７５％・ 

１年次３５％、家政科家庭学習時間２時間以上の割合が２年次４２％・１年次 

５７％であった。 

・各年次で模試の反省を行い、教科の現状認識と課題把握を行った。 

・「進路の手引き」（天分発揮）を発行し全員に配付した。学校説明会を利用し、

中高の学習習慣の接続に資する目的で中学校側に配付した。 

・Ｈ２４年度に引き続き「合格体験記」（向上進取）を発行し全員に配付した。 

・１２月末に、１・２年次生担任団でミニ検討会を行い、学習状況・学業成績・

進路志望を中心とした情報を共有した。 

・出願時の書式の改善を行った。 

【家政科】 

・朝礼連絡、居残り指導や提出物一覧の教室掲示により、提出状況の向上に努め

た。提出期限内の提出は３学年全体で８０％だった。 

【１年次】 

・夏及び冬課題の提出状況を学年で把握し、教科・担任・学年全体で未提出者の

指導にあたった。 

・学習実態調査により、週末の学習時間の確保が不十分である事が明らかとなり

日々の学習時間と週末のそれを含め一週間の学習計画を立てさせる必要性を

確認した。 

【2年次】 

・長期休業中の課題提出を学年で把握し、未提出者の指導を学年全体で行った。 

 提出率 家政科 97.2％ 普通科 98.1％ 

・模試の結果を参考に教科のバランスを考慮し、課題の分量を年次団の合意によ

り調整を行い有効に機能した。 

・応用力を養うために成績優秀層には自発的に学習させる方策を講じ、模試偏差

値４０以下の層をなくすべく小テストの追試指導により基礎力の徹底を図っ

た。 

【３年次】 

・通常の年次通信は順調に発行したが、保護者用進路版通信を３回の発行にとど

まった。 

・年次通信や保護者用進路版通信をとおして情報発信を行った。 

・『最後まで みんなで いっしょに がんばろう』を合い言葉に３年間指導を行い、

進路指導の成果としては、大学入試センター試験出願者が８５％であった。 

 

（続き）【具体的な取組の方向】 

・教科間の課題の分量を調節し、生徒が自主的に学習できるよう指導する。課題

の未提出者については学年次団で指導する。          Ｂ【２年次】 

・年次通信の内容を工夫し、学習習慣の確立するための適切かつ必要な情報を保

護者に発信することにより、保護者との積極的な連携を図る。  Ｂ【３年次】 

【結果等】 

【総務企画課】授業アンケート（４そう思う ３，２，１そう思わない） 

 

【進路課】 

 

 

日 

 

 

○家庭学習時間は着実

に増加してきてお

り、取り組みの成果

がみられるが、予

習・復習ができたと

の実感はない。自主

的な学習を目指す取

り組みを進める。 

 

・家庭学習時間が目標

を下回る生徒には、

面談や声かけを通し

て学習状況を把握す

るとともに、学習意

欲を喚起する。 

 

・生徒がより自主的に

取り組めるよう、課

題や小テストの内容

を工夫する。 

 

・年次通信を工夫し、

家庭の理解や協力を

得られるよう連携を

図る。 

 

○平均家庭学習時間 

・家政科 2.0 時間 

        以上 

・普通科 

1・2 年  3.5 時間以上 

３年   4.0 時間以上 

         

○平均家庭学習時間 

３時間以上の割合 

 普通科 ７０％以上 

 

○授業アンケート 

 「予習復習をしてい

る。」 

 普通科  3.0 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度 学校経営説明資料（年度末）                    岡山県立高梁高等学校 

③ 生徒が自主性を発揮できる場面の工夫と内容の充実 課題と目標   
【具体的な取組の方向】  

・生徒会活動の充実を図る。生徒会執

行部から各委員会へ活動内容を提案

し、企画を実現させる。 

            Ｃ【生徒】 

・生徒が地域連携について研究し、企

画する場面を提供する。 

           A【総務企】 

・美化に対する意識の高揚と自主的活

動を促すため、日常の清掃活動や古

紙回収、整理整頓の呼びかけ活動や

学校周辺の清掃活動を行う。 

            Ｂ【厚生】 

・地震を想定した避難訓練を実施し生

徒が自主的に危険回避できるような

心構えを養う。    Ｂ【厚生】 

・家庭クラブを中心に地域との交流を

充実させ、活動の中で生徒主体の場面

を増やす。      Ａ【家政科】 

・各寮内において、寮長、副寮長を中

心とした「自主」「自律」の運営を活

発にできるように毎週木曜日に各寮

において反省会を行う。Ｂ【寄宿舎】 

 

 

 

【プロセス】【生徒課】 

・松籟祭（文化祭・体育祭）の運営・文化祭における全校制作は、生徒会執行部

から各委員会や全校生徒への呼びかけをとおして、活動内容を提案し企画を実

現する方式は定着している。 

・現状にさしたる不満もなく、執行部による新たな提案や企画を積極的に推進す

る雰囲気になっていない。目標設定から考え直す時期にある。 

・吉備国際大学・高梁城南高校・高梁日新高校・本校生徒会で恒例のキャンドル

ナイトを 10/4 に紺屋川沿いで実施した。（７月実施予定が降雨のため延期） 

【総務企画課】 

・オープンスクールのスタッフおよび中学校別交流会の各出身中学校の代表者を

ボランティアで応募し、生徒会執行部と協力して企画運営する方式は定着した。 

・１年次生を対象に「高梁を知る」という企画を立て、地域に出向き、グループ

ごとに掲げた研究テーマをもとにインタビュー等を行いその成果を文化祭で発

表した。郷土を深く理解するきっかけとなった。 

・「栄町活性化事業」については、生徒実行委員会を創設し、実行委員会を開き、

１１月２４日（日）のイベントに総勢１２０名が参加した。市の活性化のため

に高校生ができることは何か、企画実践させたい。 

【厚生環境課】 

・ゴミ分別の意識は定着している。 

・校外での清掃活動は後期に実施予定であるが、社会貢献活動とのタイアップを

視野に入れて来年度の活動を立案する。 

・防災マニュアルを刷新し、緊急地震速報を取り入れた防災避難訓練を行った。 

【文化課】 

・図書委員会制作の「金子みすゞのモザイク画」を金子みすゞ記念館で展示する。

（６月１日から８月３１日） 

【家政科】 

・「子どもフェスタ」に参加し、地域とのふれあいに主体的に取り組めた。 

・「子どもと親の学習フェスタ」に参加し、また「栄町活性化事業」のイベント（「地

紅茶まつり」１１月２４日実施）にも参加し活動の幅を広げられた。 

・平成２５年度家政科展（平成２６年１月２４日～２５日）を実施した。 

【寄宿舎】 

・各寮における定例の反省会（毎週木曜日）について、寮長を中心に行うことが

でき「自主」「自律」的な運営ができている。寮長と舎監長との情報交換会の頻

度に対し、副寮長との情報交換が課題である。 

【人権教育係】 

・「平成２４年度・２５年度 岡山県高等学校等人権教育研究モデル推進校指定授

業研究」の完成年度を迎えた。６月２４日の第１回タテ割りＬＨＲでは「たか

高、どう思う？」のテーマで、１１月８日の第２回タテ割りＬＨＲでは「男女

差別・ジェンダー問題」のテーマで研究モデル事業発表の公開ＬＨＲを行った。

『タテ割りＬＨＲ』により、異なる学科・年次・男女を融合したＬＨＲは生徒

にも好評であり、司会進行、発表形態、グループ分け等随所に生徒による企画

運営が随所に生かされ、全生徒と教職員が一体となった活動ができた。               

【結果等】【生徒課】全校制作「ＯＮＥ」  紺屋川のキャンドルナイト 

 

文化祭・体育祭の入場者数 

  文化祭入場者数 体育祭入場者数 

平成２３年 546 132 

平成２４年 517 141 

平成２５年 439 146 

【部活動等成績】 

ソフトボール部 

・平成２５年度岡山県高等学校春季ソフトボール選手権大会    準優勝 

・第３７回中国高等学校男子ソフトボール選手権大会          優勝 

・平成２５年度 岡山県総合体育大会ソフトボール競技        準優勝 

・第６８回国民体育大会ソフトボール競技 岡山県選抜チーム 準優勝 

 三村友洋（主将）上杉球太 亀山健吾 小見山拓也 

平方健太 藤井翔吾 鳥岡 健 山本鉄也 

・平成２５年度岡山県高等学校秋季ソフトボール選手権大会   準優勝 

  ・第１７回中国高等学校男子ソフトボール新人大会        第３位 

コーラス部 

  ・第８０回 NHK 全国学校音楽コンクール 岡山県コンクール  金賞                                

  ・第６６回岡山県合唱コンクール               銀賞 

  ・第８０回 NHK 全国学校音楽コンクール 中国ブロックコンクール 

      銅賞 

ダンス 

・平成２５年度西日本ダンスドリル秋季競技大会ヒップホップ部門 

男女混成スモール編成  第１位 

 ソフトテニス部 

  ・平成２５年度備中支部総体備北地区学校対抗ソフトテニス大会 優勝 

  ・平成２５年度岡山県高等学校新人ソフトテニス大会備北地区予選会 

     優勝 植木基行・熊本良輝  ３位 小堀誠治・宮田脩二 

美術部 岡山県高等学校美術展 片山あかり「おう、なんなあ」 準特選 

家政科 

・岡山県酪農乳業協会 牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会 

       優良賞 假谷 有利   

・第６０回岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会 備中支部大会   

        優良賞 八石 麻未 

第５９回青少年読書感想文岡山県コンクール         優秀作品 

 ・優秀賞 赤木 美沙子 『塩狩峠』を読んで 

○学校行事や委員会活動

における生徒の自主的

な活動は定着してき

た。さらに充実させる

とともに、学校内外、

特に校外での生徒の自

主性を育む場面を工夫

する。 

 

・生徒会執行部と各種委

員会の連携の推進 

 

・美化委員会による古紙

回収や清掃活動の取り

組みの充実 

 

・家庭クラブ活動のさら

なる充実 

 

・総務企画課を中心とし

た地域連携の充実 

 

・部活動による地域連携

への参加の推進 

 

・生徒の主体性を育む社

会貢献活動の研究 

 

・縦割りＬＨＲの定着 

 

○学校生活や地域連携等

のいろいろな場面で、

生徒が主体的に考え行

動できるよう、場面の

設定や支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度 学校経営説明資料（年度末）                    岡山県立高梁高等学校 

④ 情報を共有し課題意識を持って組織的に取組むことができる協働体制作り。 
課題と目標 

【具体的な取組の方向】 

・特別入学者選抜の実施に向け、内容

等の検討を組織的に行うとともに、

総務企画課とも連携し積極的に情

報発信をする。    Ｂ【教務】 

・学籍システムの入力マニュアル（指

導要録作成用）をさらに使いやすい

ものにする。     Ｃ【教務】 

・職員室（放送室を含む）の環境整備

を厚生環境課と連携・協力して行

い、情報共有をしやすくする。 

Ｂ【教務】 

・学年対応、他の課との情報共有・交

換の徹底と効率化を図る。 

             Ｂ【生徒】 

・各年次が進路通信を発行し、進路情

報の共有化を図り、進路指導の方向

性を共通理解する。  Ｂ【進路】 

・定例の進路課会議を行い課題の発見

と対策を検討し、共通理解を図る。 

            Ｂ【進路】 

・３年間を見通した進路指導を行う。 

Ｂ【進路】 

・定例の会議を開催し、行事の情報交

換を行って、ホームページの充実等

に繋げる。        Ａ【総務】 

・３年間で、生徒を育て鍛えるために

必要な情報を共有する。Ｂ【１年】 

・３年間で生徒を育て鍛えるために、

生徒の状況を細かく把握し、担任会

等を通して連絡を密にする。 

            B【２年】 

・進路課と連携を図り、外部から得た

情報を年次団教員が共有できる体

制作りを行うことにより、生徒の進

路実現に組織的に取り組む。 

            A【３年】 

･事務室内朝礼の充実を図るとともに 

職員朝礼で連絡・情報提供を行う。

A【事務室】 

 

【プロセス】 

【教務課】 

・特別入学者選抜の実施に向けて、計画どおり実施できた。 

・指導要録作成に関わる学籍システムの入力マニュアルの改善はできている。 

・教務室内及び放送室の整理整頓を行った。今後は、教員室内の整備を環境厚生課

や事務室と連携して進めたい。 

【生徒課】 

・部活動に係る申し合わせ事項について整理と見直した。今後は、各種様式につい 

て見直しを行いたい。 

【進路課】 

・進路通信の発行目標を各年次とも１０号としている。２年次は１４号、１年次は

８号発行した。 

・定例の進路課会議を２５回実施して、学習合宿・特別授業、休業中の補習などに

ついて議論し共通理解を図った。 

・校内での「センター入試説明会（３年次生）」には他学年の進路課も参加した。 

・ミニ検討会には年時を超えての参加があったが、積極的に意見交換を行いたい。 

【総務企画課】 

・定例会議を８回実施した。ブログの更新回数目標１６０回以上を達成できた。 

【１年次団】 

・朝の会や年次会等で生徒についての情報交換を行った。 

【２年次団】 

・年間５回の面接週間や HR・総合的な学習の時間等を利用して、生徒の進路意識

を育むことができた。ミニ検討会を行い進路志望に係る情報を共有し次年度への

備えとした。 

【３年次団】 

・進路面、生徒指導面においても情報を共有し組織的な取組ができた。 

【理科】 

・科会を１２回実施した。授業の進度・指導方法など、昨年度と比較して大いに 

情報の共有ができた。また、薬品管理の協働体制を図れた。 

【家政科】 

・ＨＰのブログに４０回アップし、校外での「家庭クラブ新聞」の掲示等、家政科

のＰＲ活動を積極的に行えた。 

【事務室】 

・事務室内朝礼での情報交換や、事務室予定表に入力することにより情報共有がし 

やすくなった。 

・サーバー内データ内の各種様式等の整理ができた。 

 

（続き）【具体的な取組の方向】 

・年間を通して週１回の教科会議を行い、生徒の自主的な学習習慣の確立・ 

指導方法の研究など、情報交換・協働体制を図る。      Ｂ【理科】 

・家政科のＰＲを積極的に行う。ホームページやブログ等の広報を積極的に行い、

年間３０回以上タイムリーにアップする。          A【家政科】 

（続き）【プロセス】 

【全体】 

・課長連絡会を２４回、年次主任会を５回実施し、学校運営について連絡調整及び

課題の共有を行った。 

・全教科フォロー会を８月の下旬に１時間行い、共通の課題を明らかにした。 

・分掌フォロー会及び年次主任会を１０月上旬から中旬にかけて１時間行い、学校

経営目標に沿って、課・年次主任会における各自の目標達成状況を報告し、共通

理解を図り、後期の課題を明らかにした。 

 

【結果等】 

【総務企画課】学校自己評価（教職員）「校内の情報は共有できていると思うか」 

 

【総務企画課】学校自己評価アンケート 

「高梁高校は、生徒を成長させてくれる学校だと思う」 

保護者による評価           生徒による評価 

 

 

【総務企画課】授業アンケート結果（生徒による授業評価） 

 

○各分掌内、各年次

内での情報の共有

は定着してきた。

分掌間、年次間の

情報の共有も進ん

できたが、まだ不

十分である。さら

に分掌と年次の情

報の共有による連

携の充実も進め

る。 

 

○各分掌、各年次の

組織的な動きは進

んできた。日頃の

仕事だけでなく、

課題の発見や解決

のための取り組み

に組織的に取り組

めるようさらに工

夫する。 

 ・課長連絡会 

    （週１回） 

 ・主任連絡会 

    （月１回） 

 ・教科及び分掌フ

ォロー会での組

織的な取り組み

の確認 

 ・課会議、年次会

議の充実 

 ・教科会議の充実 

 

○自己評価アンケー

ト（情報の共有） 

 「どちらかと言え

ばそう思う」以上 

    ８０％以上 

○学校満足度 

 「どちらかと言え

ばそう思う」以上 

    ９０％以上 

 


